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 新体制になって
最初の例会が4日、
ホテルサンルート
魚津で開かれまし
た。 
 平﨑暉夫新会長
は、組織の運営や
例会の開催方法な
どについて「従来
の手法や慣習にと
らわれないでやり
たい」とクラブ変
革への意欲を強調
しました。 
 永田ガバナー、
黄RI会長が共に今
年度の活動のキー
ワードとして「地
域」を上げている
ことを指摘し、
「魚津ロータリー

クラブのあり方や
活動も一度原点に
立ち返って取り組
みたい」と会員に
理解と協力を求め
ました。 
 さらに、会員の
高齢化や出席率の
低下、会員数の減
少などの推移を数
字で示し、組織の
硬直化が進んでい
るとの分析から
「魚津ロータリー
クラブ６０年の歩
みを見直しながら、
次の礎にしたい。
今年１年、何かを
変えたい」と訴え
ました。 
  

平   﨑 
新会長 

「何かを変えたい」と変革に意欲をみせた平
崎会長＝ホテルサンルート魚津 
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平﨑年度と呼ばないで！ 
協働姿勢アピール 

会運営の変革に意欲 



＜写真右＞ 
2014－2015年度
初の例会に出席した
会員のみなさん。月
はじめの「君が代斉
唱」「4つのテス
ト」などの次第が
粛々と進められまし
た。 
 

＜広報委員会から＞ 
 新年度の切り替わりをきっかけに、広報誌を衣替えしてみました。例会の報告に加え、
会員相互の情報交換というと大袈裟ですが、近況を知らせ合うという感じでしょうか。双
方向性を持たせたいと思っています。 
 そのためには会員の皆さんの協力がぜひとも必要です。コラム・エッセイやスナップ写
真、絵画・絵葉書、川柳・短歌・俳句、会社のイベント告知、何でもお寄せください。会
員による会員のための会報という枠からはみ出さない限り掲載したいと思います。どうぞ、
FAXやメール、手書き原稿でも結構です。事務局や松井までお寄せください。 
 歴代委員会が守ってこられた誌面の質を低下させないように努力したいと思いますので、
ご協力のほどよろしくお願いします。 

平﨑会長から会長経験者の証となるバッジを
受ける若井貞克前会長（写真上）と中田幹事
からバッジを受ける愛宕彰前幹事（同右）。
前会長のバッジはダイヤモンドが埋め込まれ
ており、前幹事のバッジはルビー入りとか。 
 



誕生日を祝ってい
ただき感謝申し上
げます。遅刻など
しないように頑張
ります。ありがと
うございました。 

    大城道雄 

妻は高等教育機関の
教官。帰宅すると
しゃべり続けます。
２人暮らしですが、
賑やかに楽しくやっ

ています。 

    青山圭一 
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羽田陸朗クラブ奉仕常任委員長：会員増強はクラブ発展の原動力。ガバ
ナーの「一番最後に一人、純増しておいてください」という言葉が印象に残っ
ている。地域社会に認知されるよう一歩でも進めたい。 

辻浩職業奉仕常任委員長：会員の専門職種を通じ、広く地域社会に貢献する。
職業奉仕賞を10月に表彰する。皆さんの従業員の方などでいらしたら推薦を。
人数に制限は設けません。 

寺崎明博社会奉仕常任委員長：我々の活動が地域社会のニーズに応えている
のか、地域を育む活動になっているのか検討し、真の社会奉仕活動への参画を
目指す。 

野澤良成国際奉仕常任委員長：思いやりの心で国際理解・親善と平和を推進
する。社会奉仕活動の活性化、釜山釜一RCと協調し国際社会に奉仕する。交
換留学生の派遣・受け入れを活性化させる。 

委員会から 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Rotary_international_emblem.sv


 
 
 

 眼がゴロゴロする、充血する、疲れ易い、乾く、

不快感がある、と訴えて来院される人がとても増えて
います。 
 このような疲れ目などの原因として、多くの人を悩

ませているのがドライアイという病気です。

主な原因としては、涙の質・量の低下、まばたきが少
ない、老化、糖尿病、ストレス、環境など様々考えら
れます。 
 コンピュータ、顕微鏡、読書、モバイル、細かい作
業など眼を酷使する人、タクシー運転手、コンタクト
レンズ装用者は特に要注意です。 
 症状が強い場合や長引く場合は、眼科を受診される
ことをおすすめします。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
         大城眼科医院 大城道雄 
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 人は誰もが知らず知らずのうち
に、大なり小なりの罪や穢れを犯
してしまうものです。神道でいう
「罪」や「穢れ」は、なにも犯罪
や不浄などの文字通りの意味合い
だけではありません。「つみ」と
は、身（み）を包（つつ）む災い
のもととなるもの、「けがれ」は、
気（け）枯（が）れと書いて、気
持ちが枯れる病のもとをあらわし
ます。そういう厄難を年の半ばに
１度お祓いして、残り半年を和
（なご）やかに過ごせるよう祈る
のが、６月末に行われる「夏越
（なごし）の大祓」です。 
 

初の茅の輪くぐりに１５０人 
 
 宮津八幡宮では、今年初めて

「夏越の大祓 茅の輪くぐり神
事」を行いました。７月２８日～
３０日の午後３時～６時まで毎時
間斎行し、３日間で150名に参列
いただきました。 
 

小川に厄難流す 
 
 夏越の大祓は古くから全国の神
社で行われており、人形(ひとがた)
に息を吹きかけて自身の厄災を移
し、茅の輪をくぐるという神事は
各神社で必ず行われていますが、
社殿周りに清らかな小川が流れる
宮津八幡宮ならではの大祓いとし
て、小川に我々の身代わりとなっ
た人形の包みを流して、古式に
則ったやり方で禊祓(みそぎはらえ)
（水で穢れをそぎ落とすお祓い）
をしました。 
 というのも、大祓の本義では、
我々の罪穢れは、川から海へ、海

から海底の果ての「根(ねの)国底
(くにそのこ)国(くに)」に祓いやら
れてすっかり浄化される、とされ
ているからです。小川に流されて
いく自分の厄難を、参列者は「祓
へ給へ清め給へ」と唱えながら見
送りました。   
 最後に社殿で宮司の除災招福の
祝詞を受けたあと、各々ご神前で
お参りして頂きました。ご神前で
ご夫婦が肩を並べる姿、またご家
族揃って手を合せる後ろ姿に、家
内安全、子孫繁栄のひときわ温か
い神様の御加護が見受けられまし
た。 
 社殿を後にする一人一人のすっ
きりとした表情と、奥様方の素敵
な笑顔がとても印象的な夏越の大
祓式となりました。 
 
                       宮津八幡宮 

禰宜 寺田祐子 

穢れは気の枯れ 
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